ほぼ週刊コラム「Partnership論」　その１７
PartnershipあるいはSolidarityという協業形態は日本には存在し得ない。なぜならば…
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齋藤さんて、誰からも理解されないだろうな…。　先日ある研究仲間（日本人）とpartnership論関連でディスカションしていたとき、この質問を投げかけられとても奇異に感じた。エッ、僕（齋藤）は誰か他の人間に僕のコアな部分を分かってもらうことは期待してないよ。勿論、親友とかに分かってもらえれば嬉しいし、嫁さんや家族には是非分かってもらいたいけど…。それ以外のヒトからの理解は必要というわけではない。…という具合にこの様な質問をされること自体、とても意外に感じた。ひょっとして日本人て普通、周りから理解されることが必要なのかしら…？
…で、この「エッ？」から色々と考えている内に、PartnershipとかSolidarityがどうして日本人に分かってもらえないのか、どうして「和」とか「心を一つに」と混同されるのか、あるいは、和訳としての「パートナーシップ」とか「組合」とか「連帯」にどうして私は違和感を覚えるのか、その原因が分かってきた。
今週はこのあたりを整理し、『PartnershipあるいはSolidarityという協業形態は、「個」が確立していないことがその「自然状態（state of nature）」である日本には、存在し得ない』ことを説明してみたい。
「個」の確立　英語では「自立した個人」、self-sustainable individualという。その意味は「自分一人でも維持できる、もうこれ以上分割できない、即ちin-dividableな、ペルソナ」だ。ペルソナを説明するには「三位一体」を説明する必要があり、キリスト教の基礎知識のない一般の日本人向けにはそれはとても難しい。なのでここでは、あまり深入りしない。少しだけ説明する。
典型的イメージとしては、鉄の女と言われた元英首相のサッチャーさんだ。彼女は子どもの頃お父さんに言われたそうだ。「自分の行いが正しいと思ったら、周りからどんなに反対されようが成し遂げるべきだ」と。そして彼女自身が、「社会というものはありません。あるのは個人と家庭だけです」とも言っている。Subsidiarityの極み。権化のようだ。
ある人が「個」が確立しているかどうか判別するには、その人に「貴方は周りからどんなに反対されても貫こうと決めている信念を持っていますか？」と質問してみればいいだろう。答えが「はい」ならその人は「個」が確立しているし、「いいえ」なら確立していない。

もっとも、日本の日常生活においてこの様にシビアな局面に遭遇することはない。通常、尖った意見をいうことはないし、だから総スカンを食らうこともない。だから、こんな質問されても面食らうだけだろう。まっ、答えに窮したところでその人は「個」が確立していないとみていいだろう。

「個」の確立という人間存在のあり方は日本人にはちょっと想像が出来ない。日本人の自然状態は「群れ」あるいは「村社会」であって、西洋人の自然状態である「各人テンデンバラバラ」あるいは「万人の万人に対する闘争」とは真逆だからだ。
物理学風に説明するなら、西洋人と西洋人の間にはintrinsicな斥力、即ち「本質的に備わっている」斥力が働いている。この斥力とは逆向きの「引力」はintrinsicには備わっていない。だから引力を持たせるためには、「社会契約」を結んで、あるいは「universal religions（普遍宗教）」を普及させることによって、あるいはこれら「政」と「教」を併存させることによって、人為的に設定してやる必要がある。そうしないと引力は働かない。放っておくと「群れ」や「社会」を形成しない。「テンデンバラバラ」状態、あるいは「万人の万人に対する闘争」に向かってしまう。
他方、日本人と日本人の間にはその様な「斥力」は備わっていない。信長・秀吉の戦国時代までの昔の日本人は違うかもしれないが、少なくも現在の日本人にはその様な「斥力」は備わっていない。むしろ斥力でなく、どちらかと言えば「弱い引力」がintrinsicに備わっている。だから放っておいても、つまり、特段の「社会契約」など結ばないでも、「群れ」や「村社会」を自然に形成する。
即ち、西洋人は「個」の確立をするのが自然なのであり、日本人は「個」の確立を「しない」のが自然なのだ。極端に言うならば、西洋人は社会契約等を施さない限り社会を形成しないし協業をしないが、日本人は特段の社会契約等を施さなくともそれなりの村社会を形成し「講」「寄合」などの協業を自然に行う。
Solidarityの意味を物理学風に説明しよう。　Solidarityの語源はsolid、硬い固体だ。では「硬い」とはどういうことか。一言で言えば、強い斥力と強い引力が「力の平衡状態」にある分子や原子により構成される固体が「硬い」のだ。その分子または原子が、深いポテンシャル場の底に安定していて、少しでもその安定位置から外れると、強い復元力が働くとき「硬い」という。
もうお分かりだろう。Solidarityは強い引力と強い斥力が働かない限り、存在しない。つまり、斥力も引力も弱い日本人と日本人の間には、Solidarityという人間関係は存在し得ない。だから日本語の「連帯」をSolidarityに訳として当てはめるのは誤りである。
日本人でも中性子星のように超硬い状態の、或る種のSolidarityを形成できるのでは？　と反論する物理学専門家がいらっしゃるかもしれないので、一点だけ付け加える。

中性子というのは電荷を帯びていない素粒子。従って「斥力」が働きにくい。爆発する（中規模の）超新星の中心付近において中性子同士がものすごく近接したとき初めて「弱い相互作用」によって斥力が働き、万有引力による引力と釣り合って安定する。このときものすごく硬い（solidな）固体となる。超新星爆発によって中性子星が誕生する瞬間である。
…で、この様なsolidarityを日本人でも形成できる、と言う反論が成り立つ。結論から言うと「その通り」だ。
ただ、私はこの様なSolidarityは危険であると感じている。何故ならそれは、ものすごく強い斥力と、ものすごく強い引力の「力の平衡状態」であり、各素粒子が安定位置からずれたとき働く「復元力」も半端ではない。一言で言えば「窮屈な状態」。「自由」がない。
通常の固体はどんなに硬い固体であっても、温度を上げてやれば構成粒子はポテンシャル場の底から離脱し、液体や気体へと変化する。そういう「自由度」が残っている。ところが、中性子星はブラックホールに吸い込まれることでも起こらない限り、液体や気体へと変化することはない。「自由度」がない。

もうお分かりだろう、だから私は、中性子星の様なSolidarity、日本人が「戦争」の際に見せる全体主義的なSolidarityに、ちょっと危ういものを感じている…。

「個」の確立の有無で、協業形態を分類してみた。パワポ「三種類のcollaboration」にまとめたのでご覧頂きたい。三種類のcollaborationとは、arm’s length協業, non-arm’s length協業, 村社会的協業である。上記の「中性子星の様な超硬いSolidarity」は除外してある。

これら三種類の協業を、「個」の確立の要不要によって分類してある。一見して分かる様にnon-arm’s length協業だけが「個」が確立していない限り存在しない。そう、この協業形態がPartnershipとかSolidarityといわれるものだ。「個」が確立していないことがその自然状態である日本には「存在し得ない」ことがお分かりいただけただろう…が、暫時説明する。
arm's length, non-arm’s lengthに適当な和訳は無い。なぜなら先程来から説明している様に西洋社会は基本的に「個」が確立した者によって形成される。日本社会とは異なるその様な西洋社会での人間関係を表現するのがarm's length, non-arm’s lengthだからだ。

とはいえ、arm’s lengthはそこはかとなく日本人にも分かる。「よそよそしい」とか「他人行儀な」とか「杓子定規な」といった様な意味だ。でも、その様な他人同士の人間関係でも協業は可能だ。そう、誰にでも分かる一般合理性に則った協業ルールを定めてやれば、つまり、典型的には「お金」に換算できる協業ルールを定めてやれば、どんなに言葉や宗教や考え方が違う人間の間でも協業を成り立たせることが出来る。その様な協業がarm’s length協業だ。
従って、arm's length協業には構成員たちの「個」の確立は必要ではない。「個」が確立している人同士でも、「個」が確立していない人同士でも、また、「個」が確立している人と「個」が確立していない人との間でも、兎に角、一般合理性を受け入れている人間達ならばarm's length協業は成立する。また、この様な杓子定規な協業ルールがcorporate組織体の基本となるのだが、それは別の機会に解説しよう。
Non-arm’s length協業は日本人には皆目見当がつかない。　なぜなら先程来から説明している様に西洋社会は基本的に「個」が確立した者によって形成される。日本社会とは異なるその様な西洋社会で、さらに、「個」が確立した者同士が、両者だけに分かるルールで協業するのがNon-arm’s length協業だからだ。

従って、その協業ルールは第三者の誰にでも分かるものではない。「鰯の頭」をものすごく大事にしているかもしれないし、「火星を第二の地球にする」ことに命をかけてもいいと思っているかもしれないし、「人工光合成」ができない限り再生可能エネルギーは不足すると信じているかもしれない。19歳のビル・ゲイツが「PCが世界を変える」と信じてハーバード大学に通わなくなってしまう様なものだ。一般の人にはわからない。
このnon-arm’s length協業形態がPartnershipとかSolidarityといわれるものだ。「個」が確立していないことがその自然状態である日本には「存在し得ない」ことがお分かりいただけただろう。
この様に「一般人には価値が分からない」協業活動を、社会全体でサポートしようとして、具体的に「投資の税優遇」するための税法・会計法・会社法の整備が、日本を除く西洋先進国とアジア・アフリカ新興国に、今、爆発的になされている…のだが、それは、「個」が確立していないことが自然状態である日本人には皆目見当がつかないのだ。誠にゆゆしき事態だ。

繰り返すが、私は、日本的人間関係が悪いといっているのではない。くれぐれも誤解の無い様にこれだけは申し添えておきたい。コラムその８でも述べたが、日本人は一万年後の地球を先取りしているのかもしれない。「無私」の平和社会は誇りにして良いと思う。
ただもし、現在の地球で行われている人間達の営為に、日本人も加わろうとするならば．．．。　「確立した「個」であるもう一つの自分」を作り、それを「元々の自分」とin-dividableなものにする。そういった作業を、日本人は各人する必要があるのでは、と投げかけているのだ。
今週は以上。次週も乞うご期待。
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